
～津市キャリアラダーを用
いた人材育成の取組から～ 

 

三重県津市健康づくり課 
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１年目～３年目 
プリセプター制度 

若手勉強会 

４年目～主査 

主査研修 
育休復帰者研修 

担当副主幹～ 

管理期研修 
統括保健師研修 

階 層 別 研 修 

  

 組織理念や組織目標に対する貢献度を高めるため
に個々の専門能力を高めたり、組織化能力、マネジ
メント力を高めること 
 

   1 職場内研修(ＯＪＴ) 
   2 職場外研修(Ｏff-ＪＴ) 
   3 自己啓発 
   4 ジョブローテション 

目 的 

職員全体研修・業務別研修・横断的ミーティング 

保健師の人材育成 

障がい福祉課
(1) 

健康福祉部(５４人) 

健康づくり課(８) 

10保健センター(3７) 

ジョブ 
 ローテー 
  ション 

高齢福祉課 
地域包括ケア推

進室（2） 

こども支援課(1) 

発達支援センター(1) 

保険医療助成(２) 

子育て推進課(２) 

平成３０年度 



県、医師会、歯科医
師会、看護協会、県
立看護大学、三重大
学、国民健康保険連
合会、小児保健学会、
三重県公衆衛生学
会、三重県内市町な
どが主催する勤務時
間内・外の研修会の
機会を利用し、自己
啓発に努める。 

連携会議 

中堅期   
 主査 

全庁的な主査事務の研修 

健康づくり課の研修 主査研修 １－２回／年 （地域をみる研修） 

三重県の研修（中堅期の研修） 

管理期  
 副主幹~ 

全庁的な副主幹・主幹事務の研修 

健康づくり課の研修 副主幹から課長まで研修 １回／年  

三重県の研修（中堅期の研修） 

三重県の研修（管理期の研修） 

部・健康づくり課の全体研修 １回／年  

横断的ミーティング ３回／年 健康福祉部内  

保健所・津市連携会議 ６回／年  

新任期 
 ３年間 

育児休暇
復帰者  

全庁的な職員研修 

健康づくり課の研修 プリセプター・プリセプティ研修 ３回／年 

三重県の研修（１次・２次・３次・４次） 

市町保健師協議会関係の研修 

県立看護大学地域連携センターの研修 ３回／年   

若手勉強会 ６～７回／年 

健康づくり課の研修 

復帰前１－２か月研
修 

復帰後支援  

平成３０年度 健康づくり課の研修計画 

 
統括的保健師 

 

三重県公衆衛生学会等での発表 

日本公衆衛生学会等での発表 



平成２５年４月１９日 
保健師活動指針を受けて 
○ 業務分担・地区担当制から地区分担・業務担当へ向かう。 

○ 中堅以降に業務担当を付けない。 

○ 地域活動をしてほしい。 

 

● 地域にでて行って、何をしたらいいのか？ 

● 地域診断って、どうするの？ 

● 地域活動って、どうするの？ 

● 業務を持たないことは、置いて行かれているような不安がある。 

● 目の前の業務でいっぱいいっぱい。 

産休・育休がどんどん… 
１０人に。 



平成２８年３月３１日 
保健師に係る研修のあり方等に関する検討会
最終とりまとめを受けて 

○ 自治体保健師の標準的なキャリアラダーを示された。 

○ 自治体保健師を対象とする研修を、研修の対象者や到達目標を「標準  

   的なキャリアラダー」における各レベルや能力を用いて示すことにより、 

   各研修の人材育成上の位置づけを明確にすることが出来る。 

○  各研修が人材育成において、より一層有効に活用できる。 

○  研修をキャリアラダーと関連付けることで、研修成果を業務のどのような 

      質を向上させているかを説明することが容易になる。 



津市のキャリアラダーを作成するにあ
たって大事にしたこと 

・ 専門能力に係るキャリアラダーを複数で集まって読んで  

   みた。 

・ 書かれている内容は、具体的にどんなことかを話し合った。 

・ 津市の現状に当てはめて考えてみた。 

・ 津市の職位として、どのキャリアラダーを身に付けたい 

  か（獲得目標）を検討した。 

・   標準的なキャリアラダー を読み解いて津市のキャリアラ 

      ダーを作成した。  



工夫したこと 

・ 各職位で獲得したいレベルを色分けしています。 

・ 階層別研修会には、キャリアラダーを示し、自分の現状 

  を確認する。 

・ 保健師の活動領域に「人に伝える力」を追加しています。 

★ 津市の保健師全体が底上げする必要がある能力とした。 

 

  









１年目～３年目 
プリセプター制度 

若手勉強会 

４年目～主査 

主査研修 
育休復帰者研修 

担当副主幹～ 

管理期研修 
統括保健師研修 

階 層 別 研 修 

  

 組織理念や組織目標に対する貢献度を高めるため
に個々の専門能力、組織化能力、マネジメント能力
を高めること 
    1 職場内研修(ＯＪＴ) 
   2 職場外研修(Ｏff-ＪＴ) 
   3 自己啓発 
   4 ジョブローテション 

目 的 

職員全体研修・業務別研修・横断的ミーティング 

これからの津市の保健師の人材育成 

障がい福祉課
(1) 

健康福祉部(５４人) 

健康づくり課(８) 

10保健センター(3７) 

ジョブ 
 ローテー 
  ション 

高齢福祉課 
地域包括ケア推

進室（2） 

こども支援課(1) 

発達支援センター(1) 

保険医療助成(２) 

子育て推進課(２) 

平成３０年度 

津市のキャリアラダー 



～今後に向けて～ 

•  階層別研修は、保健師活動領域の対人支援活動の１－１個人及び家族
への支援のＡ－３の研修であることを明確にしていく。 

•  個人の到達目標・到達レベルを確認するシステムをつくる。 

•  活動領域の５管理的活動の５－１ＰＤＣＡサイクルに基づく事業・施策評 

  価を全職員が力をつける必要がある領域と位置付けて研修に反映させる。 

 

◎ 人材育成の取組について、人事担当部局と情報共有する場を持ち、見  

   えにくい保健師活動の理解を得る。 



 
 
 

ご清聴ありがとうございました 

保健師の人材育成
は私たちの役割 



 

 

面積：県内一広い   
人口：県内第二位 

   
 

  新津市誕生（平成18年1月1日） 

面積 
（km²） 

総人口 出生数 出生率 
（%） 

年少人口 老年人口 

７１１ ２７９，８５７人 ２，１３５人 
 

７．６％ １２．７％ ２７．７％ 

平成２７年三重県の人口動態・人口動態より計算 

津市の概要 

 人口平成３０年３月３１日 



合併後 

 （平成19年8月１日現在） 

６９市町村 
２９市町 

平成の大合併 



地  域 人 口(人） 
高齢化率
（％） 

面積 
（ｋ㎡） 

保健師 

 津   地域 165,000 20.2 101.86  10 

久居 地域 42,543 20.7 68.20  5 

河芸 地域 18,604 20.6 18.79  5 

芸濃 地域 8,698 25.8 64.57  4 

美里 地域 4,207 29.2 50.31  2 

安濃 地域 11,459 20.8 36.93  5 

香良洲地域 5,518 24.6 3.90  2 

一志  地域 15,299 22.5 47.66  4 

白山 地域 13,350 28.8 111.86  4 

美杉 地域 6,729 43.9 ↑ 206.70  4 

合 計 291,407 21.8 710.78  45 

平成１８年４月１日 

地域別人口・高齢化率・面積・保健師数 



健康福祉部 人数 

健康づくり課 
１０保健センター 

 ４５ 

子育て推進課    ２ 

こども支援課   ２ 

地域包括ケア推進室   ２ 

障がい福祉課   １ 

保健医療助成課   ２ 

 合     計  ５４   

健康福祉部 人数 

中央保健センター   ４５ 

包括支援センター    ４ 

社会福祉協議会    ２ 

 合 計   ５１ 

平成１８年４月１日 平成３０年４月１日 

分散配置の状況 



合併で一体感の醸成 

地域に１０カ所の保健センターがあります 

費用対効果 

一律 

均等 

保健センターは１
０カ所あるが、 

１つである 合理的 

効率 

   事業の統一 

保健師の資質の向上 

 思いの共有 

均質 

統一 



合併による保健師活動のメリット 
○ 保健師の仲間が増えた 
  （同世代の保健師に相談できる） 
○ 事例数が増えた 
  （経験の違う保健師に相談できる） 
○ いろいろな考えの人がいて学びが増えた 
○ 困った時にいつでも保健師間で相談できる 
  ようになった 
○ 保健師の活動機会が広がった（分散配置） 
○ 行政職としての知識情報が得やすくなった 
  （事務職との協力） 

  職位や経験年数による保健師の獲得すべき能力が捉えられる 



デメリット 

○ 地域とのつながりが希薄になった 
  （地域に出かけることが減少） 
○ 積み上げてきた地域活動の解体になった 
  （地域の組織・団体・個人との関係を消去）   
○ 旧市町の事業はリセットになった 
○ 分散配置が進み保健師間の情報共有が難 
   しくなった 
○ 近くにいる保健師と相談しにくくなった 
○ 保健師の経験差が顕在化してきた 



事業の内容や方法の統一は進んだが、保健師活動へ 
  の思いや考え方の違いが顕在化してスレ違う 
＊マニュアルに沿って活動する時代の保健師が増えた 
＊保健師活動の捉え方の違い 
＊大学教育と専門学校教育の実習時間の違い 
＊市町村が大切にしてきた活動の違い 
＊積み重ねた経験の違い 

保健師職能の課題 

保健師の資質の向上と
思いの共有が必要 



平成21年2月 堀井とよみ先生 

きらめき研修を開始 
   （平成１９年から） 

○ 全体研修会の開催 １回（事務職や部内保健師も合同） 

○ プリセプター・プリセプティー研修 ２回 
                 （採用３年以内） 
○ 階層別研修 一般保健師・主査・管理期 
○ 業務研修 業務担当ごとに企画 
○ 実務研修（市全職員対象） １回～２回 

事務職員も一緒に参加して 



平成３０年度 保健師配置状況 

組織見える化シート 保健師数（常勤） ５４人 

健康福祉部 

久居エリアリーダー 

保健師の配置部署数 １部 ５課 １室 
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○所長 ○所長 
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４５人 

○参事／課長 

２ ２ ２ 
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８（主幹３） 

○ 管理職 
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